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2024年2月29日

株式会社帝国データバンク
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１．健康経営への認識とニーズ（従業員目線）
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１．健康経営への認識とニーズ（従業員目線）

従業員向けアンケート調査概要

調査期間 2024年1月31日～2月1日

サンプル数 1,000件

調査方法 Web調査

調査対象

年 齢：20代～60代
職 業：会社員
従業員数：30人以上299人以下
役 職： 部長クラス～ 一般社員（正社員）

調査方法

回答者
の属性

勤務地

首都圏
（東京、埼玉、千葉、神奈川）

政令指定都市
（一都三県除く）

その他

男

167

167

166

女

167

167

166
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１．健康経営への認識とニーズ（従業員目線）

「健康経営」への関心がある人は約4割

• 「健康経営」の考え方への関心については、「関心がある」11.8％、「どちらかというと関心がある」32.6％を合計した『関心がある』は44.4％と、4割を

超える人が「健康経営」の考え方に関心を持っている。

11.8 32.6 20.6 21.1 13.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
関心がある

どちらかというと関心がある

どちらかというと関心がない

関心がない

分からない

『関心がある』 44.4％
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１．健康経営への認識とニーズ（従業員目線）

「健康経営」を「良い取り組みだと思う」人は約半数、理解度向上に課題

• 「健康経営」に取り組むことの是非については、「良い取り組みだと思う」が49.5%で最も高かった。

• 「良い取り組みだとは思わない」は4.1％にとどまるが、「どちらとも言えない」が26.5%、「分からない」が19.9％となっており、健康経営の理解度を高め

ていく必要がある。

49.5 26.5 4.1 19.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
良い取り組みだと思う

どちらとも言えない

良い取り組みだとは思わない

分からない

「良い取り組みだと思う」 49.5%
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１．健康経営への認識とニーズ（従業員目線）

健康経営に取り組んでいる企業に勤めている人のほうが「健康経営」を肯定的にとらえる

• 健康経営認定有無別にみると、「良い取り組みだと思う」と回答した人の割合は、「取り組んでおり、健康経営に認定されている」、「取り組んでいるが、

健康経営優良法人、ホワイト500、ブライト500のいずれにも認定されていない」「取り組んでいるが、上記認定の有無については分からない」で全体を

を上回り、健康経営に取り組んでいる企業に勤めている人のほうが、「健康経営」を肯定的にとらえている。

(ｎ) (%)

(1000)

取り組んでおり、健康経営に

認定されている（※）
(58)

取り組んでいるが、健康経

営優良法人、ホワイト

500、ブライト500のいずれ

にも認定されていない

(55)

取り組んでいるが、上記認

定の有無については分からな

い

(160)

取り組んでいない (408)

分からない (319)

＊2.0%未満は値表示なし

※「取り組んでおり、健康経営に認定されている」は「取り組んでおり、健康経営優良法人に認定されている」、「取り組んでおり、ホワイト500に認定されている」、「取り組んでおり、ブライト500に認定されている」の合算

全体

取り組み

有無

49.5

53.4

70.9

68.8

51.5

32.9

全体以上全体以下
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１．健康経営への認識とニーズ（従業員目線）

「健康経営」に取り組んでいる企業で働きたい（働き続けたい）人は過半数

• 「健康経営」に取り組んでいる企業で働きたい（働き続けたい）かについては、「働きたい（働き続けたい）と思う」 25.8％と「どちらかというと働きたい

（働き続けたい）と思う」26.6％を合計した『働きたい（働き続けたい）と思う』は52.4％と過半数となった。

25.8 26.6 27.1 2.6 16.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
働きたい（働き続けたい）と思う

どちらかというと働きたい（働き続けたい）と思う

どちらとも言えない

どちらかというと働きたい（働き続けたい）と思わない

働きたい（働き続けたい）と思わない

分からない

『働きたい（働き続けたい）と思う』 52.4％
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１．健康経営への認識とニーズ（従業員目線）

仕事への意欲が高い人及び女性が「健康経営」に取り組んでいる企業で働きたいと回答

• 「健康経営」に取り組んでいる企業で働きたい（働き続けたい）かについて、性別でみると女性の方が「健康経営」に取り組んでいる企業で『働きたい

（働き続けたい）と思う』と回答した割合が高い。

• ストレス別でみると、ストレスを感じている人ほど、 「健康経営」に取り組んでいる企業で『働きたい（働き続けたい）と思う』と回答した割合が高い。

• 仕事への意欲別では、意欲的に取り組んでいる人の方が、 「健康経営」に取り組んでいる企業で『働きたい（働き続けたい）と思う』と回答した割合が

高い。健康経営に取り組むことで、仕事への意欲が高い人を確保できる可能性が示唆される。

(ｎ) (%)

全体 (1000)

性別
男性 (500)

女性 (500)

ストレス

大いに感じた (255)

多少感じた (460)

あまり感じなかった (184)

まったく感じなかった (43)

分からない (58)

仕事への意欲

非常に意欲的に取り組んでいる (47)

意欲的に取り組んでいる (207)

やや意欲的に取り組んでいる (287)

どちらともいえない (243)

あまり意欲的に取り組んでいない (79)

ほとんど意欲的に取り組んでいない (33)

意欲的に取り組んでいない (46)

分からない (58)

25.8

22.6

29.0

32.9

25.4

25.0

20.9

3.4

53.2

37.7

26.8

17.3

21.5

18.2

21.7

5.2

26.6

23.4

29.8

25.5

33.5

22.3

11.6

1.7

14.9

28.0

36.9

23.9

25.3

24.2

15.2

3.4

全体以上全体以下

女性の方が割合が高い

ストレスを感じているほど割
合が高い

仕事への意欲が高い
ほど割合が高い
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１．健康経営への認識とニーズ（従業員目線）

「健康経営」に取り組むときに重要だと思うことは「休暇取得の推進」、 「長時間労働の是正」

• 企業が「健康経営」に取り組むときに重要だと思うことについては、「休暇取得の推進（週休増、有給取得目標の設定、記念日休暇など）」が

54.8%で最も高く、次いで「長時間労働の是正」54.7%、「勤務時間・制度の多様化（フレックス制、育児・介護・病気との両立支援など）」

45.9%となった。

• 企業向けアンケート調査の結果では、「健康経営優良法人」の認定に取り組んだ効果の2位は「労働時間の適正化、有給休暇取得率の向上」となっ

ており、 「健康経営優良法人」の認定は、従業員が重要と思っている休暇取得や長時間労働の是正に効果を発揮している様子がうかがえる。

企業向けアンケート調査結果従業員向けアンケート調査結果
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１．健康経営への認識とニーズ（従業員目線）

女性の方が勤務時間等の多様化等を求める、ライフステージによっても必要と考える項目に差

• 職場が健康的で働きやすくなるために重要なことは、「長時間労働の是正」が53.4%で最も高く、次いで「休暇取得の推進（週休増、有給取得目

標の設定、記念日休暇など）」が53.3%、「勤務時間・制度の多様化（フレックス制、育児・介護・病気との両立支援など）」が45.1%となった。

• 年代別でみると「在宅勤務の導入、推進」は30代が高く、60代が低い。「オンラインやアプリなどデジタルツールによる健康指導」は20代が高い。「医

師・外部アドバイザーによる健康指導の実施」、「定期健康診断、保健指導、特定健診・特定保健指導の受診勧奨の取り組み」は60代が高かった。

• 性別でみると、「休暇取得の推進（週休増、有給取得目標の設定、記念日休暇など）」、「勤務時間・制度の多様化（フレックス制、育児・介護・

病気との両立支援など） 」、「在宅勤務の導入、推進」の3項目は特に女性の割合が高い。

• ライフステージによって必要だと考える項目に違いがみられた。

(ｎ)

長

時

間

労

働

の

是

正

休

暇

取

得

の

推

進

（

週

休

増

、

有

給

取

得

目

標

の

設

定

、

記

念

日

休

暇

な

ど

）

勤

務

時

間

・

制

度

の

多

様

化
（

フ

レ

ッ

ク

ス

制

、

育

児

・

介

護

・

病

気

と

の

両

立

支

援

な

ど

）

在

宅

勤

務

の

導

入

、

推

進

受

動

喫

煙

防

止

や

禁

煙

の

推

進

医

師

・

外

部

ア

ド

バ

イ

ザ

ー

に

よ

る

健

康

指

導

の

実

施

オ

ン

ラ

イ

ン

や

ア

プ

リ

な

ど

デ

ジ

タ

ル

ツ

ー

ル

に

よ

る

健

康

指

導 健

康

増

進

に

関

す

る

研

修

の

実

施

メ

ン

タ

ル

ヘ

ル

ス

チ

ェ

ッ

ク

の

導

入

メ

ン

タ

ル

ヘ

ル

ス

研

修

の

実

施

メ

ン

タ

ル

ヘ

ル

ス

不

調

者

に

対

す

る

支

援

強

化

感

染

症

対

策

の

実

施

（

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

、

新

型

の

ウ

イ

ル

ス

な

ど

）

定

期

健

康

診

断

、

保

健

指

導

、

特

定

健

診

・

特

定

保

健

指

導

の

受

診

勧

奨

の

取

り

組

み

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

促

進 食

生

活

改

善

そ

の

他

分

か

ら

な

い

(1000) 53.4 53.3 45.1 21.9 20.2 14.9 7.8 11.8 25.5 15.0 18.7 18.5 27.0 14.5 10.7 0.9 17.5

20代 (44) 56.8 54.5 50.0 20.5 20.5 11.4 13.6 9.1 27.3 13.6 13.6 20.5 25.0 18.2 11.4 0.0 25.0

30代 (198) 56.1 54.5 47.5 29.3 22.7 13.6 9.6 10.6 22.7 16.2 16.7 15.2 22.7 14.1 10.6 0.5 13.6

40代 (309) 51.8 53.7 48.9 22.3 19.1 13.6 6.8 11.0 26.2 12.3 19.1 17.5 25.9 14.9 11.3 1.3 15.9

50代 (346) 54.3 55.5 41.0 19.1 20.5 15.3 8.1 14.7 28.0 16.8 21.1 22.0 28.3 14.2 11.0 0.6 19.4

60代 (103) 48.5 41.7 40.8 16.5 17.5 21.4 3.9 7.8 19.4 15.5 15.5 15.5 35.0 13.6 7.8 1.9 20.4

男性 (500) 50.6 45.2 35.0 15.2 16.2 14.2 6.8 10.6 22.8 13.2 17.6 15.4 23.4 12.4 9.0 0.6 21.2

女性 (500) 56.2 61.4 55.2 28.6 24.2 15.6 8.8 13.0 28.2 16.8 19.8 21.6 30.6 16.6 12.4 1.2 13.8
は全体より10ポイント、 は全体より5ポイント以上高いセル

は全体より10ポイント、 は全体より5ポイント以上低いセル

全体

年代

性別

53.4 53.3
45.1

21.9 20.2 14.9 7.8 11.8
25.5

15.0 18.7 18.5
27.0

14.5 10.7
0.9

17.5

0%

20%

40%

60%

80%

100%
全体(n=1000)
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１．健康経営への認識とニーズ（従業員目線）

「健康経営」に取り組むメリットは「従業員のモチベーション向上」

• 企業が「健康経営」に取り組むメリットについては、「従業員のモチベーション向上」が54.3%で最も高く、次いで「労働時間の適正化、有給休暇取得

率の向上」44.7%、「生産性の向上」31.3%となった。

• 企業向けアンケート調査の「健康優良法人」の認定取得に取り組んだ効果と比較すると、「従業員のモチベーション向上」が高くなった一方、「企業イ

メージ・企業ブランド価値の向上」や「従業員間のコミュニケーションの改善」の割合が低かった。

企業向けアンケート調査結果

企業向
けに比
べ割合
が高い

企業向
けに比
べ割合
が低い

従業員向けアンケート調査結果
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１．健康経営への認識とニーズ（従業員目線）

勤め先が取り組む健康経営に直接的なメリットを感じている人は約6割

• 勤め先が健康経営の取り組みを実施している人に、勤め先が行う「健康経営」への取り組みの自身への直接的なメリットについて聞いたところ、「感じ

る」15.6％と「どちらかというと感じる」43.7％を合わせたメリットを『感じる』は59.3％となり、約6割の人が直接的なメリットを感じている。

• 一方「どちらかというと感じない」28.5％、「感じない」8.1％を合わせたメリットを『感じない』は36.6％となった。

メリットを『感じる』 59.3％

15.6 43.7 28.5 8.1 4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
感じる

どちらかというと感じる

どちらかというと感じない

感じない

分からない
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１．健康経営への認識とニーズ（従業員目線）

勤め先が「健康経営」に取り組むことへは「賛成」が約7割

• 勤め先が「健康経営」に取り組むことの賛否については、「賛成」が66.9%、「反対」が2.6％と約7割が賛成している。

• ただし、「分からない」と回答した人が30.5％となっており、健康経営への理解の促進が必要となっている。

「賛成」 66.9%

66.9 2.6 30.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

賛成

反対

分からない
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(ｎ) (%)

全体 (1000)

年代

20代 (44)

30代 (198)

40代 (309)

50代 (346)

60代 (103)

性別
男性 (500)

女性 (500)

業種
製造業 (216)

非製造業 (783)

健康への配慮

気をつけている (223)

どちらかというと気をつけている (475)

どちらかというと気をつけていない (156)

気をつけていない (48)

分からない (98)

ストレス

大いに感じた (255)

多少感じた (460)

あまり感じなかった (184)

まったく感じなかった (43)

分からない (58)

賛成

66.9

63.6

72.2

65.7

66.8

62.1

63.2

70.6

69.4

66.3

82.5

78.9

50.6

52.1

6.1

73.3

72.2

68.5

46.5

6.9

14

１．健康経営への認識とニーズ（従業員目線）

「健康経営」に取り組むことに賛成する人は年代では30代、性別では女性が多い

• 勤め先が「健康経営」に取り組むことの賛成の割合を年代別でみると、30代の割合が高い。

• 性別でみると、女性の方が賛成する人が多い。

• 業種別でみると、製造業の方が賛成する人が多い。

• 健康への配慮別では、健康に気を付けている人ほど、ストレス別では、ストレスを感じている人ほど賛成の割合が高い。

全体以上全体以下

30代の割合が高い

女性の割合が高い

ストレスが高い人ほど
割合が高い

健康に配慮している人
ほど割合が高い

製造業の割合が高い
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１．健康経営への認識とニーズ（従業員目線）

勤め先が認定取得に取り組むことに「賛成」が約5割、「分からない」も約5割で従業員理解への取り組みが必要

• 勤め先が認定取得に取り組むことの賛否については、「賛成」が48.3%、反対が3.9％となった。

• 勤め先が「健康経営」に取り組むことの賛否、勤め先が認定取得に取り組むことの賛否ともに「分からない」の割合が高く、特に勤め先が認定取得に取

り組むことの賛否では約半数が「分からない」と回答していることから、健康経営優良法人認定の目的や従業員への効果などを説明し、理解してもらう

取り組みが必要不可欠である。

• 年代別にみると、20代、30代の賛成が多く、健康経営認取得に取り組むことは、若手従業員の確保に効果がある可能性がある。

賛成

66.9

48.3

反対

2.6

3.9

分からない

30.5

47.8

1.健康経営に取り組むことについて(n=1000)

2.認定取得に取り組むことについて(n=1000)

(ｎ) (%)

全体 (1000)

年代

20代 (44)

30代 (198)

40代 (309)

50代 (346)

60代 (103)

賛成

48.3

61.4

60.1

46.3

43.4

42.7

全体以上全体以下

20代、30代の割
合が高い

「分からない」
の割合が高い
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１．健康経営への認識とニーズ（従業員目線）

健康に関する悩みについては、「体力に関すること」が35.2%

• 健康に関する悩みについては、「体力に関すること」が35.2%で最も高く、次いで「睡眠に関すること」32.8%、「体重に関すること」31.0%となった。
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